
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
今
後
の
展
開
に
向
け
て

〜
地
域
で
の
暮
ら
し
を
支
え
る
意
思
決
定
支
援
と
権
利
擁
護
〜

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
社
協
実
践
の
着
実
な
推
進

〜「
社
協
・
生
活
支
援
活
動
強
化
方
針
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
実
施
・
集
計
報
告
〜

4
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⑴�

実
施
の
ね
ら
い
は
︑
社
協
の
総
合
力
の

向
上
と
組
織
・
事
業
基
盤
の
強
化

　

改
正
社
会
福
祉
法
が
平
成
30
年
4
月
に
施

行
さ
れ
、
各
自
治
体
に
お
い
て
は
、
地
域
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
包
括
的
な
支
援
体

制
の
整
備
お
よ
び
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
・

改
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
施
策
の
動
き
は
「
あ
ら
ゆ
る
生

活
課
題
へ
の
対
応
」
と
「
地
域
の
つ
な
が
り

の
再
構
築
」
を
め
ざ
す
「
社
協
・
生
活
支
援

活
動
強
化
方
針
」（
以
下
、「
強
化
方
針
」）（
平

成
30
年
3
月
一
部
改
定
）
と
軌
を
一
に
す
る

も
の
で
あ
る
。
市
区
町
村
社
協
に
お
い
て
は

社
協
と
し
て
の
役
割
を
具
体
的
な
実
践
と
し

て
示
し
、
地
域
住
民
等
の
共
感
と
参
画
を
得

て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

特
に
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

各
地
域
で
の
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築
に

お
い
て
は
、
地
域
生
活
課
題
へ
の
対
応
や
関

係
機
関
等
の
連
携
・
協
働
に
お
い
て
、「
協
働

の
中
核
」
を
担
う
機
能
が
不
可
欠
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
市
区
町
村
社
協
は
、

め
ざ
す
地
域
の
姿
や
事
業
・
活
動
の
展
開
方

策
等
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

本
会
で
は
、
市
区
町
村
社
協
が
「
協
働
の

中
核
」
を
担
う
存
在
に
な
れ
る
よ
う
、
市
区

町
村
社
協
の
総
合
力
の
向
上
と
組
織
・
事
業

基
盤
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
強
化
方
針
」
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
以
下
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）
を
作
成
し
、
全
国
的
な

集
計
・
分
析
を
行
っ
た
。

⑵�﹁
強
化
方
針
﹂
お
よ
び
集
計
結
果
の

活
用
促
進
に
向
け
て

　
「
強
化
方
針
」
は
、
全
国
の
社
協
が
社
会
福

祉
法
人
・
福
祉
施
設
等
と
連
携
し
て
、
社
会

的
な
使
命
と
役
割
を
踏
ま
え
た
活
動
を
推
進

し
て
い
く
た
め
に
、
取
り
組
む
べ
き
具
体
的

な
活
動
を
方
針
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。

　

内
容
は
、「
行
動
宣
言
」
と
「
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」
の
2
つ
の
構
成
と
な
っ
て
お
り
、

「
行
動
宣
言
」
は
、
社
協
の
事
業
・
活
動
の
め

ざ
す
方
向
と
し
て
普
遍
的
な
5
つ
の
事
項
、

「
1
．
あ
ら
ゆ
る
生
活
課
題
へ
の
対
応
」「
2
．

相
談
・
支
援
体
制
の
強
化
」「
3
．
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
の
徹
底
」
「
4
．
地
域
の
つ
な
が
り

の
再
構
築
」「
5
．
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
」
を
掲
げ
て
い
る
。

　

平
成
29
年
度
に
は
、
近
年
の
社
会
福
祉
諸

制
度
・
施
策
の
動
向
を
踏
ま
え
、
第
2
次
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
し
て
、
従
来
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
見
直
し
で
は
、
行

動
宣
言
の
う
ち
、「
あ
ら
ゆ
る
生
活
課
題
へ

の
対
応
」
と
「
地
域
の
つ
な
が
り
の
再
構
築
」

を
、
す
べ
て
に
共
通
す
る
「
強
化
方
針
の
柱
」

と
し
て
位
置
づ
け
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
強

化
方
針
の
柱
」
の
実
現
の
た
め
に
強
化
す
べ

き
行
動
と
し
て
、「
相
談
・
支
援
の
強
化
」
と

「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
徹
底
」、
さ
ら
に
、
新
た

に「
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
活
動
基
盤
整
備
」

　全社協・地域福祉推進委員会では、地域共生社会の実現に向けた各地域の
創意工夫による事業・活動の展開において、市区町村社協が「協働の中核」
を担う存在になれるよう、総合力の向上と組織・事業基盤の強化を図ること
を目的として「社協・生活支援活動強化方針」のチェックリストを作成し、全
国の取り組み状況を調査・分析した。
　今号では、その概要と活用方法等を提示し、市区町村社協の事業・活動の
課題および今後の展開方策について考える。

1
．「
社
協
・
生
活
支
援
活
動
強
化
方
針
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
実
施

地域共生社会の実現に向けた 
社協実践の着実な推進

～「社協・生活支援活動強化方針チェックリスト」の
実施・集計報告～

特集　1
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を
加
え
る
と
と
も
に
、「
行
政
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
は
、
取
り
組
み
に

あ
た
っ
て
常
に
意
識
す
べ
き
共
通
事
項
と
し

て
再
整
理
し
た
。

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
に
基
づ
く
、
市
区
町
村
社
協
の
取
り

組
み
状
況
を
全
国
的
に
比
較
・
分
析
で
き
る

よ
う
に
開
発
し
た
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
4
領
域
（
5
項
目
）
の
具

体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
図
表
1
を
参
照

い
た
だ
き
た
い
。

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
平
成
30
年
6
月
か

ら
8
月
末
ま
で
を
実
施
期
間
と
し
、
1
︐

0
5
8
の
社
協
か
ら
回
答
を
得
た
。

　

市
区
町
村
社
協
に
お
け
る
「
強
化
方
針
」

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
具
体
的
な
活
用
方
法
と

し
て
は
、
①
社
協
内
研
修
等
で
の
教
材
と
し

て
の
活
用
、
②
事
業
計
画
へ
の
反
映
、
③
地

域
福
祉
活
動
計
画
等
の
策
定
に
お
け
る
活
用
、

④
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
化
に
よ
る
事
業
・
活
動

の
分
析
・
評
価
と
見
直
し
へ
の
活
用
、
⑤

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
県
単
位
で
の
集
計
と
県

内
社
協
間
で
の
比
較
分
析
・
活
用
、
な
ど
が

あ
る
。

　

ま
た
、
集
計
・
分
析
は
全
国
と
都
道
府
県

別
の
2
つ
を
行
い
、
全
国
集
計
は
、
全
国
の

市
区
町
村
社
協
の
取
り
組
み
状
況
と
の
比

較
・
分
析
等
へ
の
活
用
、
都
道
府
県
別
集
計

は
、
都
道
府
県
・
指
定
都
市
社
協
が
実
施
す

る
事
業
、
会
議
・
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
個
別
の

社
協
に
対
す
る
支
援
等
に
活
用
さ
れ
る
こ
と

を
想
定
し
て
い
る
。

⑶�

チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
の
集
計
方
法
等

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
「
強
化
方
針
」
を
も

と
に
、「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
・
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
」
と
し
て
チ
ェ
ッ
ク
項
目
化
さ
れ
て

お
り
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
「
取
り
組
み

の
ポ
イ
ン
ト
」
を
参
考
に
、
す
べ
て
に

チ
ェ
ッ
ク
で
き
た
場
合
に
は
、「
実
施
状
況
」

が
「
◎
」、
す
べ
て
チ
ェ
ッ
ク
で
き
た
と
し
て

も
取
り
組
み
の
余
地
や
課
題
等
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
場
合
に
は
、
状
況
に
応
じ
て
「
○
」

や
「
△
」
と
し
、
実
施
で
き
て
い
な
い
（
実

施
予
定
を
含
む
）
場
合
は
、「
×
」
と
な
る
。

⑴�

総
合
相
談
体
制
が
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る一方
︑

生
活
支
援
体
制
づ
く
り
等
に
課
題
︵
単
純

集
計
︶

　

チ
ェ
ッ
ク
項
目
全
体
の
実
施
率
（
全
国
平

均
）
は
、「
37
・
7
％
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
実
施
し
て
い
る
か
否
か
だ
け
で
み
れ
ば

「
62
・
5
％
」
が
チ
ェ
ッ
ク
項
目
に
実
施
し
て

い
る
と
回
答
し
た
結
果
で
も
あ
る（
図
表
2
）。

「
◎
」「
○
」「
△
」「
×
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
3

点
」「
2
点
」「
1
点
」「
0
点
」
と
点
数
化
さ

れ
、
入
力
内
容
を
も
と
に
、
実
施
率※
※

と
し
て

レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
が
自
動
的
に
作
成
さ
れ

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
（
図
表
2
）。

※
1　

�

実
施
率
＝
チ
ェ
ッ
ク
項
目
の
点
数
（
0
～

3
点
×
全
82
項
目
）
÷
チ
ェ
ッ
ク
項
目
満

点
（
3
点
×
全
82
項
目
）
×
1
0
0

特集　1 地域共生社会の実現に向けた社協実践の着実な推進
～「社協・生活支援活動強化方針チェックリスト」の実施・集計報告～

2
．
集
計
・
分
析
の
結
果
（
概
要
）

図表 1　アクションプランの 4領域（5項目）とその内容
1 アウトリーチの徹底

（1） 小地域を単位にしたネットワークの構築
（2） コミュニティソーシャルワーカー（地域福祉コーディネーター）の確

保・育成
（3） 新たな地域ニーズに対応する在宅福祉サービスの展開

2‒1 相談・支援体制の強化（総合相談体制の構築）
（1） 相談窓口の総合化と職員のチーム対応力の向上
（2） 部門間横断の相談支援体制づくり

2‒2 相談・支援体制の強化（生活支援体制づくり）
（1） 多様な生活課題に対する生活支援サービスや福祉活動の開発・実施
（2） 在宅福祉サービス事業部門における多様な生活課題への対応
（3） 住民組織、社会福祉施設・福祉サービス事業者、ボランティア・NPO

等とハローワークや教育機関などとの連携による自立支援プログラ
ム等の開発・実施

（4） 既存制度では対応が難しい課題解決に向けた組織的な対応

3 地域づくりのための活動基盤整備
（1） 小地域における住民の福祉活動の組織と活動拠点の整備（小学校区程

度）
（2） 住民主体による福祉コミュニティづくりと住民活動の拡充
（3） 地域づくりに向けた人材確保・育成
（4） 住民参加の促進と連携・協働の体制づくり

4 行政とのパートナーシップ
（1） 担当部門を越えた行政との連携強化
（2） 行政と協働した地域福祉推進に向けた計画と評価
（3） 権利擁護等に関する行政の取り組み強化

図表 2　チェックリスト全体の「実施率」と「実施している割合」
実施率（全体）：37.7％
実施している割合（全体）：62.5％
注）：実際のレーダーチャートで自動的に
作成されるのは「実施率」のみ 63.7％

83.4％

53.3％
61.2％

57.6％
38.5％

54.3％

29.8％
35.7％

36.6％

1　アウトリーチの徹底

2ｰ1　総合相談体制
の構築

2ｰ2　生活支援
体制づくり

3　地域づくりのための
活動基盤整備

4　行政との
パートナーシップ

実施している割合
実施率
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一
方
、
都
道
府
県
別
の
実
施
率
で
み
る
と
、

最
も
高
い
と
こ
ろ
で
「
52
・
4
％
」
か
ら
最

も
低
い
と
こ
ろ
で
「
26
・
5
％
」
と
約
2
倍

の
差
が
あ
る
。
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
作
成
の

モ
デ
ル
と
な
り
、
先
行
し
て
県
独
自
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
取
り
組
ん
で
い

た
岡
山
県
社
協
や
宮
崎
県
社
協
で
は
、
全
国

的
に
特
に
高
い
実
施
率
を
示
し
て
い
る
当
該

県
内
の
市
社
協
が
複
数
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
県
全
体
で
取
り
組
み
を
見
え
る
化
し
、

分
析
す
る
こ
と
で
、
事
業
・
活
動
の
戦
略
を

立
て
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
は
、

社
協
の
事
業
活
動
の
改
善
に
つ
な
が
り
、
結

果
的
に
県
内
全
体
の
社
協
組
織
、
事
業
基
盤

の
底
上
げ
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

図
表
2
の
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
4
領
域

（
5
項
目
）の
全
体
で
み
る
と
、
特
に
、「
2
－

1　

相
談
・
支
援
体
制
の
強
化
（
総
合
相
談

体
制
の
構
築
）」
は
、「
54
・
3
％
」（
実
施
し

て
い
る
割
合
は
「
83
・
4
％
」）
と
最
も
高
い

割
合
と
な
り
、
全
国
的
に
着
実
に
展
開
さ
れ

て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。

　

こ
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
社
協
に
よ
る
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、
地
区
社
協

に
お
け
る
な
ん
で
も
相
談
、
心
配
ご
と
相
談
、

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
、
日
常
生
活
自
立

支
援
事
業
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
、

障
害
者
相
談
支
援
事
業
等
の
相
談
支
援
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
そ
の
た
め
福

祉
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
か
か
え
る
人
の
困

り
ご
と
を
解
決
す
る
た
め
の
総
合
相
談
体
制

の
構
築
が
全
体
的
に
進
ん
で
き
て
い
る
と
推

察
さ
れ
る
。

　

一
方
、
低
調
だ
っ
た
の
が
、「
2
－
2　

相

談
・
支
援
体
制
の
強
化
（
生
活
支
援
体
制
づ

く
り
）」
の
実
施
率
で
、「
29
・
8
％
」（
実
施

し
て
い
る
割
合
は
53
・
3
％
）で
あ
っ
た
。
こ

の
な
か
に
は
「
⑷
既
存
制
度
で
は
対
応
が
難

し
い
課
題
解
決
に
向
け
た
組
織
的
な
対
応
」

で
は
「
住
民
組
織
を
含
め
た
関
係
者
が
集
い

地
域
で
の
つ
な
が
り
を
構
築
す
る
た
め
の
共

同
事
業
を
実
施
す
る
」
や
「『
多
職
種
横
断
的

連
携
シ
ス
テ
ム
』
を
構
築
す
る
」
と
い
う

チ
ェ
ッ
ク
項
目
が
あ
る
。
ま
た
、「
⑶
住
民
組

織
、
社
会
福
祉
施
設
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
N
P
O
等
と
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
や
教
育
機
関
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る

自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
開
発
・
実
施
」

で
は
、「
深
刻
な
生
活
課
題
の
解
決
に
向
け

た
地
域
住
民
も
含
め
た
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
す
る
」
と
い
う
チ
ェ
ッ
ク
項
目
が

あ
る
。
い
ず
れ
の
項
目
も
チ
ェ
ッ
ク
が
さ
れ

な
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

　

ま
た
、「
3　

地
域
づ
く
り
の
た
め
の
活

動
基
盤
整
備
」も
、
全
体
の
実
施
率
が「
35
・

7
％
」
で
低
調
で
あ
る
と
と
も
に
、
実
施
し

て
い
て
も
、「
課
題
が
あ
る
」
と
自
己
評
価
し

て
い
る
割
合
が
高
い
結
果
と
な
っ
た
。
特
に
、

「
⑴
小
地
域
に
お
け
る
住
民
の
福
祉
活
動
の

組
織
化
と
活
動
拠
点
の
整
備
」
で
は
、「
世
代

や
分
野
を
超
え
た
全
世
代
・
全
対
象
型
の
支

援
づ
く
り
を
目
指
す
」
の
項
目
で
チ
ェ
ッ
ク

が
さ
れ
な
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
低
調
な
項
目
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
各
自
治
体
で
進
め
ら
れ
て
い
る
地
域
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
多
機
関
協
働
の
包

括
的
支
援
体
制
の
構
築
に
関
係
が
深
い
も
の

で
あ
る
。
市
区
町
村
社
協
は
、
行
政
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
く
地
域
福
祉
の

推
進
に
向
け
、
取
り
組
み
の
実
施
も
し
く
は

改
善
に
向
け
た
具
体
的
な
対
応
が
急
が
れ
る
。

　

ま
た
、
市
区
町
村
社
協
の
間
で
は
、
全
体

の
実
施
率
は
10
％
未
満
か
ら
90
％
を
超
え
る

と
こ
ろ
と
大
き
な
開
き
が
あ
る
こ
と
も
わ

か
っ
た
。
自
己
評
価
と
し
て
、
甘
い
辛
い
な

ど
基
準
に
相
違
が
あ
る
と
し
て
も
、
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
に
は
全
国
的
に

格
差
が
生
じ
て
い
る
現
状
に
も
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑵�

事
業
・
活
動
の
実
践
力
の
向
上
と

組
織
基
盤
の
強
化
と
の
相
関
関
係

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
単
純
集
計
と
あ
わ
せ

て
、
社
協
概
要
の
回
答
内
容
と
実
施
率
の
相

関
関
係
を
分
析
す
る
い
く
つ
か
の
ク
ロ
ス
集

計
を
行
っ
た
。

　

例
え
ば
、
組
織
・
事
業
基
盤
や
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
強
化
に
向
け
た
主
な
取
り
組
み
で
は
、

⑴
～
⑽
の
す
べ
て
に
お
い
て
、
取
り
組
み

「
あ
り
」と
回
答
し
て
い
る
市
区
町
村
社
協
は
、

取
り
組
み
「
な
し
」
と
回
答
し
た
市
区
町
村

社
協
よ
り
も
実
施
率
が
高
く
な
っ
た
（
図
表

3
、
4
）。

　

な
か
で
も
、
事
業
・
活
動
の
関
係
で
は
、

「
⑵
部
門
間
、
多
職
種
が
連
携
す
る
た
め
の

ル
ー
ル
や
ツ
ー
ル
、
体
制
づ
く
り
」
や
「
⑶

総
合
相
談
・
生
活
支
援
体
制
づ
く
り
の
た
め

の
部
門
や
組
織
の
改
組
、
再
編
」、
組
織
・
経

営
の
関
係
で
は
、「
⑸
定
期
的
な
経
営
分
析

と
経
営
改
善
の
実
施
」、「
⑹
財
務
管
理
や
会

計
処
理
に
関
す
る
内
部
け
ん
制（
チ
ェ
ッ
ク
）

体
制
づ
く
り
」、「
⑺
理
事
会
・
評
議
員
会
の

強
化
、
活
性
化
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
み

「
あ
り
」
と
「
な
し
」
の
実
施
率
の
ポ
イ
ン
ト

の
差
に
開
き
が
出
た
（
図
表
3
、
4
）。
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
推
進
で
は
、
組
織
・
事
業

基
盤
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
が
深
く
関
係
し

て
お
り
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

実
施
率
が
全
体
的
に
低
調
で
あ
っ
た

「
2
－
2　

相
談
・
支
援
体
制
の
強
化
（
生
活

支
援
体
制
づ
く
り
）」　

と
「
3　

地
域
づ
く

り
の
た
め
の
活
動
基
盤
整
備
」
で
も
、「
⑵
部

門
間
、
多
職
種
が
連
携
す
る
た
め
の
ル
ー
ル

や
ツ
ー
ル
、
体
制
づ
く
り
」、「
⑴
組
織
内
で

の
共
通
理
解
の
促
進
、
達
成
状
況
の
振
り
返

り
（
評
価
）
に
関
す
る
取
り
組
み
」、「
⑶
総

合
相
談
・
生
活
支
援
体
制
づ
く
り
の
た
め
の

部
門
や
組
織
の
改
組
、
再
編
」に
お
い
て
、
取

り
組
み
「
あ
り
」
と
「
な
し
」
で
ポ
イ
ン
ト

に
差
が
あ
り
、
や
は
り
組
織
・
事
業
基
盤
や

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
と
の
相
関
関
係
が
強
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

な
お
、「
2
－
2　

相
談
・
支
援
体
制
の
強

化
（
生
活
支
援
体
制
づ
く
り
）」
と
「
3　

地

域
づ
く
り
の
た
め
の
活
動
基
盤
整
備
」
に
つ

い
て
は
、
社
会
福
祉
法
人
と
の
連
携
・
協
働

に
よ
る
実
施
率
と
の
相
関
関
係
に
特
徴
が
み

ら
れ
、
連
携
・
協
働
「
あ
り
」
の
方
が
「
な

し
」
よ
り
も
ポ
イ
ン
ト
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
社
協
の
実
践
に
お
け
る
弱

み
や
課
題
克
服
の
具
体
的
な
対
応
の
一
つ
と
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し
て
、
施
設
等
を
経
営
す
る
社
会
福
祉

法
人
と
の
連
携
・
協
働
の
強
化
が
効
果

的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
他
、
特
に
ポ
イ
ン
ト
に
開
き
が

あ
っ
た
も
の
と
し
て
は
、「
地
域
福
祉

計
画
」、「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」、「
社

協
・
発
展
強
化
計
画
」
の
策
定
状
況
別

の
実
施
率
と
、
相
談
支
援
事
業
の
実
施

状
況
別
の
実
施
率
で
あ
る
。

　

計
画
の
策
定
で
は
、
な
か
で
も
地
域

福
祉
活
動
計
画
に
お
い
て
実
施
率
に
大

き
な
差
が
出
た
。

　

相
談
支
援
事
業
と
は
、「
権
利
擁
護
」、「
地

域
包
括
支
援
」、「
障
害
者
相
談
支
援
」、「
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
」
の
相
談
支
援
事
業
の

実
施
の
有
無
で
比
較
し
た
も
の
で
、
な
か
で

も
権
利
擁
護
の
相
談
支
援
事
業
を
実
施
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
、
実
施
し
て
い
な
い
と
こ
ろ

よ
り
も
、
実
施
率
に
差
が
出
た
。

　

地
域
福
祉
活
動
計
画
は
、
地
域
住
民
の
参

画
を
得
な
が
ら
各
種
組
織
・
団
体
な
ど
が
共

通
の
目
標
を
つ
く
り
、
実
践
す
る
民
間
の
事

業
・
活
動
の
基
礎
的
な
計
画
で
あ
る
た
め
、

そ
の
策
定
は
「
強
化
方
針
」
の
推
進
と
深
い

関
係
に
あ
り
、
そ
れ
が
結
果
に
現
れ
た
と
思

わ
れ
る
。

　

相
談
支
援
事
業
の「
権
利
擁
護
」に
つ
い
て

は
、
他
の
相
談
支
援
事
業
に
比
べ
実
施
し
て

い
る
総
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
留
意
す
る

必
要
は
あ
る
が
、
社
協
本
来
の
使
命
・
役
割

か
ら
み
て
も
、
今
後
、
こ
う
し
た
相
談
支
援

を
行
う
た
め
の
セ
ン
タ
ー
機
能
を
社
協
が
保

有
す
る
こ
と
は
重
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
会
で
は
、
市
区
町
村
段
階
の
社
協
の
基

盤
強
化
を
図
る
た
め
、
都
道
府
県
・
指
定
都

市
社
協
と
の
連
携
の
も
と
、
社
協
の
総
合
力

を
高
め
な
が
ら
具
体
的
な
実
践
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
を
支
援
・
促
進
す
る
た
め
各
種
事

業
を
推
進
し
て
い
く
。

　

本
年
度
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、「
強
化

方
針
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
実
施
・
集
計
し
、

市
区
町
村
社
協
の
取
り
組
み
強
化
に
向
け
た

支
援
を
都
道
府
県
・
指
定
都
市
社
協
と
連
携

し
な
が
ら
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

　
「
強
化
方
針
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」の
集
計
に

つ
い
て
は
、
全
国
、
都
道
府
県
別
、
当
該
都

道
府
県
内
の
市
区
町
村
社
協
別
の
集
計
、
さ

ら
に
平
成
30
年
度
に
実
施
し
た
市
区
町
村
社

協
に
お
い
て
は
自
社
協
の
結
果
に
つ
い
て
経

年
比
較
等
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
市

区
町
村
社
協
に
お
け
る
事
業
・
活
動
の
具
体

化
や
拡
充
、
ま
た
、
都
道
府
県
・
指
定
都
市

社
協
に
お
け
る
市
区
町
村
社
協
に
対
す
る
支

援
・
協
働
に
資
す
る
活
用
が
で
き
る
よ
う
取

り
ま
と
め
や
分
析
を
行
う
。

　

今
後
は
、
事
業
・
活
動
と
組
織
・
ガ
バ
ナ

ン
ス
と
の
相
関
関
係
の
分
析
を
含
め
、
そ
れ

ら
の
強
化
に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
結
果
を
ど

の
よ
う
に
結
び
つ
け
る
か
等
に
つ
い
て
、
実

際
に
取
り
組
ん
だ
個
別
事
例
の
情
報
収
集
等

を
行
い
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的
な
も
の
を
提

示
し
て
い
き
た
い
。

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
7
月
頃
を
目
途
に

W
E
B
上
で
入
力
開
始
で
き
る
よ
う
に
準
備

を
し
て
お
り
、
改
め
て
ご
案
内
す
る
。
今
年

度
は
、
実
施
率
の
向
上
、
都
道
府
県
単
位
、

あ
る
い
は
圏
域
単
位
で
の
実
施
促
進
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

積
極
的
に
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

特集　1 地域共生社会の実現に向けた社協実践の着実な推進
～「社協・生活支援活動強化方針チェックリスト」の実施・集計報告～

図表 4　 実施率が高い社協の特徴（組織・事業基盤やガバナンスの強化に向けた主
な取り組み（1）～（10）による実施率）

〈事業・活動〉
○ 部門間、多職種が連携するためのルールやツール、体制づくりを行っている
○ 総合相談・生活支援体制づくりのための部門や組織の改組、再編に取り組んで
いる

〈組織・経営〉
○ 定期的な経営分析と経営改善を実施している
○ 財務管理や会計処理に関する内部けん制（チェック）体制づくりができている
○ 理事会・評議員会の活性化が図られている

図表 3　組織・事業基盤やガバナンスの強化に向けた主な取り組みと実施率

あり

あり
なし
あり
なし
あり
なし
あり
なし
あり
なし
あり
なし
あり
なし
あり
なし
あり
なし

なし

（7）理事会・評議員会の強化、活性化

（8）会計監査人の設置

（9）会計に関する専門家による支援や助言等

（10）適切な情報開示と透明性の確保

（5）定期的な経営分析と経営改善の実施

（6）財務管理や会計処理に関する内部のけん制（チェック）体制づくり

（1）組織内での共通理解の促進、達成状況の振り返り（評価）に関する取り組み
実施率

20% 40% 60%

（2）部門間、多職種が連携するためのルールやツール、体制づくり

（3）総合相談・生活支援体制づくりのための部門や組織の改組、再編

（4）職員の研修の計画的な実施

43.2％43.2％
32.8％32.8％

44.3％44.3％
33.7％33.7％

43.7％43.7％
34.0％34.0％

39.6％39.6％
32.8％32.8％

44.0％44.0％
34.4％34.4％

41.7％41.7％
33.4％33.4％

41.4％41.4％
33.7％33.7％

39.8％39.8％
37.6％37.6％

40.4％40.4％
35.5％35.5％

39.7％39.7％
33.2％33.2％

3
．
今
後
の
取
り
組
み
に
向
け
て
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⑴
利
用
者
数
の
推
移

　

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
（
以
下
、
本
事

業
）
は
、
平
成
30
年
3
月
末
時
点
の
実
利
用

者
が
5
万
3
4
8
4
件
に
の
ぼ
り
、
内
訳
を

み
る
と
、認
知
症
高
齢
者
等
が
2
万
3
4
1
4

件
（
43
・
8
％
）
と
最
も
多
く
、
次
い
で
精

神
障
害
者
等
が
1
万
4
6
4
0
件
（
27
・

4
％
）、
知
的
障
害
者
等
が
1
万
2
5
9
6

件
（
23
・
6
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
精

神
障
害
者
等
に
つ
い
て
は
、
10
年
前
（
平
成

19
年
度
）
の
実
績
と
比
較
し
て
実
利
用
者
数

が
3
・
1
倍
と
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。
ま

た
、
生
活
保
護
受
給
者
の
利
用
に
関
し
て
は
、

平
成
19
年
度
（
3
0
5
8
件
）
と
比
較
し
て

1
・
7
倍
、
新
規
契
約
者
に
占
め
る
割
合
も

35
・
6
％
（
平
成
19
年
度
）
か
ら
43
・
7
％

（
平
成
29
年
度
）
に
拡
大
し
て
い
る
。
一
方
、

1
年
間
の
新
規
契
約
件
数
は
、
平
成
28
年
度

以
降
減
少
傾
向
に
あ
り
、
利
用
者
の
高
齢
化

等
を
背
景
と
し
た
終
了
件
数
の
増
加
と
あ
い

ま
っ
て
、
実
利
用
者
の
伸
び
は
鈍
化
し
て
い

る
（
図
表
1
）。

⑵
実
態
調
査
か
ら
み
る
本
事
業
の
現
状

　

本
会
で
は
、
本
事
業
の
実
態
を
把
握
し
、

今
後
の
展
開
の
あ
り
方
等
を
検
討
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
30
年
9
～
10
月
に
、
全
国

の
都
道
府
県
・
指
定
都
市
社
協
、
基
幹
的
社

協
の
協
力
を
得
て
、「
日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
実
態
調
査
」
を
実
施
し
た
。
本
調
査
で

は
、
専
門
員
の
体
制
や
生
活
支
援
員
の
確

保
・
育
成
の
現
状
、
成
年
後
見
制
度
や
生
活

保
護
制
度
と
の
連
携
、
事
業
運
営
の
財
源
の

状
況
な
ど
に
つ
い
て
実
態
把
握
を
行
っ
た
。

調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。

①
専
門
員
の
体
制
︑
業
務
負
担

　

専
門
員
の
体
制
に
つ
い
て
、「
本
事
業
の

ニ
ー
ズ
（
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
も
含
む
）
に
対

し
て
不
十
分
」
と
回
答
し
た
社
協
は
54
・

1
％
と
半
数
以
上
に
の
ぼ
り
、
特
に
市
区
や

利
用
者
数
が
多
い
社
協
で
体
制
不
足
が
深
刻

化
し
て
い
る
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
専

門
員
の
体
制
不
足
に
よ
り
生
じ
て
い
る
課
題

と
し
て
は
、「
事
業
の
積
極
的
な
広
報
や
潜

在
的
な
利
用
者
の
掘
り
起
こ
し
が
で
き
な

い
」「
生
活
支
援
員
の
活
動
支
援
や
育
成
が
十

分
に
実
施
で
き
な
い
」
な
ど
が
多
く
挙
が
っ

て
お
り
、「
面
接
や
利
用
契
約
手
続
き
の
対

応
に
時
間
が
か
か
り
利
用
待
機
者
が
い
る
」

と
回
答
し
た
社
協
も
44
・
0
％
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
57
・
4
％
の
社
協
に
お
い
て
、
担

　日常生活自立支援事業は、制度開始以来、着実に利用者数が増え、判断能
力が不十分な人の地域生活を支える事業として定着している。さらに成年後
見制度利用促進にかかる施策が推進されるなか、きめ細かな支援を行う本事
業の有効性が改めてクローズアップされている。
　本稿では、昨年度、全社協・地域福祉推進委員会「今後の権利擁護体制の
あり方に関する検討委員会」にて実施した「平成 30年度日常生活自立支援
事業実態調査」（以下、「実態調査」）を踏まえ、今後の本事業の展開について
考える。

図表 1　実利用者の状況

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000
認知症高齢者等
知的障害者等
精神障害者等
その他

（単位：人）

19
年
度

20
年
度

21
年
度

22
年
度

23
年
度

24
年
度

25
年
度

26
年
度

27
年
度

28
年
度

29
年
度

1
．
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
現
状
と
課
題

日常生活自立支援事業の
今後の展開に向けて

～地域での暮らしを支える意思決定支援と権利擁護～

特集　2
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当
生
活
支
援
員
が
決
ま
っ
て
お
ら
ず
専
門
員

が
直
接
支
援
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
回

答
し
て
お
り
、
直
接
支
援
し
て
い
る
ケ
ー
ス

は
実
利
用
者
数
の
17
・
9
％
に
の
ぼ
っ
て
い

る
。
生
活
支
援
員
に
任
せ
る
こ
と
が
で
き
な

い
ケ
ー
ス
が
一
定
程
度
あ
る
こ
と
で
、
専
門

員
の
業
務
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
状
況

が
う
か
が
え
る
（
図
表
2
）。

②
生
活
支
援
員
の
確
保
︑
活
動
支
援

　

全
体
で
は
75
・
4
％
の
社
協
が
生
活
支
援

員
の
確
保
に
課
題
が
あ
る
と
回
答
し
て
お
り
、

市
区
部
だ
け
で
な
く
町
村
部
で
も
6
割
以
上

で
課
題
が
あ
る
。
人
数
の
確
保
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、「
生
活
支
援
員
と
し
て
適
性
を
備

え
た
人
材
の
確
保
」
が
課
題
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
確
保
が
困
難
な
理
由
と

し
て
は
、「
活
動
に
と
も
な
う
精
神
的
負
担

が
大
き
い
」
が
40
・
0
％
と
最
も
多
く
挙
げ

ら
れ
て
お
り
、
生
活
支
援
員
の
活
動
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
の
重
要
性
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た

（
図
表
3
）。

③
生
活
保
護
制
度
と
の
連
携

　

本
事
業
の
新
規
契
約
に
占
め
る
生
活
保
護

受
給
者
の
割
合
は
年
々
増
加
し
、
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
と
と
も
に
利
用
者
に
関
わ
る
場
合

も
多
く
な
っ
て
い
る
。
生
活
保
護
を
受
給
し

て
い
る
利
用
者
へ
の
支
援
に
関
す
る
課
題
に

つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
と
本
事
業
の
役
割
分
担
が
あ
い
ま
い
」

（
35
・
6
％
）
で
あ
る
こ
と
や
「
担
当
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
考
え
方
や
対
応
が
異
な

る
」（
31
・
8
％
）「
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
か
ら
、

支
出
の
管
理
（
収
入
に
見
合
わ
な
い
支
出
の

防
止
）
に
つ
い
て
過
剰
な
期
待
が
あ
る
」

（
27
・
2
％
）
が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。

④
成
年
後
見
制
度
へ
の
移
行
︑
連
携

　
「
実
態
調
査
」
で
は
、
43
・
5
％
の
社
協
が
、

平
成
29
年
度
の
1
年
間
に
、
本
事
業
か
ら
成

年
後
見
制
度
に
移
行
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
と

回
答
し
、
本
事
業
が
成
年
後
見
制
度
の
入
り

口
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　

一
方
で
、
社
協
（
専
門
員
）
が
成
年
後
見

制
度
の
利
用
が
適
切
と
見
立
て
て
い
る
が
、

何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
申
し
立
て
に
つ
な

が
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
約
2
千
2
百
件
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
要
因
と

し
て
は
、「
市
区
町
村
長
申
立
て
が
必
要
だ
が
、

手
続
き
が
進
ま
な
い
」（
38
・
4
％
）
が
最
も

多
い
。
そ
の
他
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
に

つ
い
て
利
用
の
意
思
決
定
に
時
間
が
か
か
る

こ
と
や
申
立
人
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
な
ど

が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
（
図
表
4
）。

⑤
事
業
運
営
・
財
源
確
保

　

都
道
府
県
社
協
か
ら
の
委
託
費
と
事
業
経

費
の
収
支
差
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
7
割
以
上

の
社
協
に
お
い
て
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、

46
・
7
％
の
社
協
が
不
足
分
を
補
う
た
め
に

独
自
財
源
を
繰
り
入
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
不
足
分
の
補
填
と
し
て
市
区

町
村
の
補
助
や
助
成
を
得
て
い
る
社
協
も
み

ら
れ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
「
本
事
業
に
対

し
て
市
区
町
村
独
自
の
補
助
を
す
る
な
ど
積

極
的
な
支
援
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
社
協
は

19
・
9
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
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図表 2　専門員の体制不足により生じている課題

1．面接や利用契約手続きの対応に時間がかかり、利用待機者が生じている

2．利用者の状況（単身世帯である、施設入所している、後見人が選任　　されている等）によって優先順位を付けて対応せざるを得ない
3．毎月の訪問回数（利用回数）を制限せざるを得ない

4．本人の意思に沿ったきめ細かな支援が十分に実施できない

5．記録作成や関係書類の管理等が十分に実施できない

6．定期的なモニタリングが十分に実施できない

7．生活支援員の活動支援や育成が十分に実施できない

8．事業の積極的な広報や潜在的な利用者の掘り起こしができない

9．その他

無回答 n＝748

44.0（329）

30.3（227）

22.6（169）

44.4（332）

50.1（375）

62.4（467）

54.9（411）

69.0（516）

13.1（98）

0.4（3）

0％※該当するものすべて選択 20％ 40％ 60％ 80％

図表 3　生活支援員の確保が困難な理由

1．活動に対する賃金が低い

2．利用者宅や金融機関等への移動手段の確保が困難

3．活動にともなう精神的負担が大きい

4．活動にともなう時間的負担が大きい

5．人口減少により地域で活動できる人材が減少している

6．定年延長や定年後も働く人が増えたことにより地域で活動できる人材が減少している

7．社協（専門員）に余裕がなく、生活支援員の確保のための取り組みができない

8．その他

無回答 n＝1,043

18.4（192）

7.2（75）

40.0（417）

21.3（222）

22.5（235）

29.8（311）

32.5（339）

11.4（119）

1.6（17）

0％※2つまで選択 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

図表 4　申立てにつながっていない理由

　1．本人が成年後見制度の利用を希望していない
　2．成年後見制度を利用することについて本人の意思決定に時間がかかる
　3．家族が成年後見制度の利用を希望していない
　4．申立人が見つからない
　5．申立にかかる経費を負担する資力がない、または、経費負担が大きい
　6．申立のために必要な書類等の作成が難しく、準備できない
　7．親族が成年後見人等に選任される見通しが立たない
　8．第三者の成年後見人等に報酬を支払う資力がない、または、経費負担が大きい
　9．第三者の成年後見人等候補者が見つからない
10．市区町村長による申立が必要だが、手続きが進まない
11．成年後見制度について専門員や関係者の知識・経験が十分でなく、準備に時間がかかる
12．その他

無回答 n＝609

24.5（149）
29.7（181）

27.6（168）
28.9（176）

16.9（103）
6.4（39）

5.1（31）
12.2（74）

2.5（15）
38.4（234）

14.9（91）
16.1（98）

1.0（6）

0％※3つまで選択 10％ 20％ 30％ 40％ 50％
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報
告
書
で
は
、「
実
態
調
査
」
を
踏
ま
え
て

本
事
業
の
運
営
に
関
す
る
課
題
を
整
理
し
て

い
る
。
以
下
で
は
、
調
査
へ
の
自
由
回
答
で

寄
せ
ら
れ
た
、
各
社
協
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
工

夫
を
、「
取
り
組
み
の
ヒ
ン
ト
」
と
し
て
取
り

上
げ
、
あ
わ
せ
て
紹
介
す
る
。

⑴�

専
門
員
の
体
制
強
化
や
バッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

①
各
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
体
制
の
強
化

　

専
門
員
の
体
制
不
足
に
よ
り
、
利
用
待
機

な
ど
の
課
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各

地
域
の
状
況
に
応
じ
た
体
制
の
強
化
を
図
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
各
地
域
で
の
本

事
業
の
需
要
量
の
見
込
み
と
そ
れ
に
対
し
て

必
要
な
体
制
を
具
体
的
に
示
し
、
公
費
負
担

を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
成
年
後
見
制

度
利
用
促
進
に
か
か
る
市
町
村
計
画
策
定
の

際
に
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
ニ
ー
ズ
と
あ

わ
せ
て
潜
在
的
な
利
用
者
数
を
調
査
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

②
専
門
員
の
複
数
配
置
︑
チ
ー
ム
体
制

　

専
門
員
が
孤
立
し
な
い
よ
う
、
兼
務
で
あ
っ

て
も
複
数
配
置
し
た
り
、社
協
内
の
他
の
相
談

支
援
事
業
の
担
当
者
と
も
連
携
し
、チ
ー
ム
で

対
応
で
き
る
体
制
を
つ
く
っ
た
り
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
成
年
後
見
制

度
利
用
促
進
の
中
核
機
関
を
受
託
し
、
相
談

受
付
や
ケ
ー
ス
会
議
、
担
当
職
員
の
育
成
な

ど
、
本
事
業
と
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
を

一
体
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
支
援
に
も
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。

③
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
体
制
の
確
保

　

精
神
障
害
の
あ
る
人
や
依
存
症
の
問
題
を

か
か
え
る
人
の
利
用
が
増
加
し
、
専
門
員
が

利
用
者
と
の
関
わ
り
や
支
援
の
あ
り
方
に
つ

い
て
悩
む
場
面
も
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

社
協
内
あ
る
い
は
近
隣
市
町
村
社
協
と
の
連

携
等
に
よ
り
、定
期
的
に
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

が
受
け
ら
れ
る
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。
ま
た
、都
道
府
県
・
指
定
都
市
社

協
に
よ
る
支
援
や
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進

に
か
か
る
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用

に
よ
り
、
法
律
や
医
療
の
専
門
職
か
ら
助
言

を
得
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。

取
り
組
み
の
ヒ
ン
ト︵
自
由
回
答
よ
り
︶

・ 

専
門
員
と
常
勤
の
生
活
支
援
員
で
、
月

に
1
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
全
員

で
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
情
報
共
有
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
専
門
員
が

ケ
ー
ス
を
か
か
え
す
ぎ
る
こ
と
な
く
、

相
談
し
合
え
る
体
制
が
で
き
た
。

・ 

初
期
相
談
、契
約
に
向
け
て
の
相
談
、契

約
後
の
相
談
、
と
分
け
て
業
務
を
整
理
。

特
に
初
期
相
談
に
つ
い
て
は
成
年
後
見

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
調
整
し
て
い
る
。

⑵
関
係
機
関
と
の
連
携
︑
役
割
分
担

　

本
事
業
の
利
用
は
、
本
人
や
家
族
か
ら
よ

り
も
福
祉
・
保
健
・
医
療
等
の
関
係
機
関
か

ら
の
相
談
で
契
約
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
多

く
、
契
約
後
の
支
援
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
の

関
係
機
関
と
の
連
携
や
役
割
分
担
が
不
可
欠

で
あ
る
。
し
か
し
、と
も
す
れ
ば
本
人
の
希
望

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
関
係
機
関
か
ら
強
く
利

用
を
勧
め
ら
れ
た
り
、
金
銭
管
理
に
つ
い
て

　
「
実
態
調
査
」
で
は
、「
本
事
業
が
果
た
し

て
い
る
役
割
や
本
事
業
特
有
の
支
援
の
効

果
」
に
つ
い
て
自
由
記
述
形
式
で
聞
い
て
お

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
報

告
書
で
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
以
下
の
4

点
に
整
理
し
て
い
る
。

① 

本
人
の
意
思
決
定
を
支
援
す
る
役
割

② 

複
合
的
な
生
活
課
題
を
解
決
し
、
権
利

擁
護
を
図
る
役
割

③ 

成
年
後
見
制
度
等
の
権
利
擁
護
支
援
へ

の
入
り
口
の
役
割

④ 

地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
役
割

　

本
事
業
に
対
し
て
は
、
金
銭
管
理
サ
ー
ビ

ス
の
期
待
が
大
き
く
な
り
が
ち
で
あ
る
が
、

単
に
そ
れ
だ
け
を
行
う
事
業
で
は
な
く
、
判

断
能
力
が
不
十
分
な
人
で
あ
っ
て
も
、
自
己

決
定
に
基
づ
く
適
切
な
権
利
の
行
使
が
で
き

る
よ
う
、
意
思
決
定
を
支
援
す
る
事
業
で
あ

る
こ
と
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
成
年
後
見
制
度
と
の
関
係
で
は
、

判
断
能
力
の
低
下
が
少
な
い
時
期
か
ら
本
事

業
が
関
わ
り
始
め
る
こ
と
で
、
必
要
な
段
階

で
円
滑
に
成
年
後
見
制
度
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
、
本
事
業
の
支
援
を
通
じ
て

本
人
の
意
思
や
選
好
、
こ
れ
ま
で
の
暮
ら
し

な
ど
を
把
握
し
、
意
思
決
定
支
援
に
資
す
る

こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
成
年
後
見
制
度
へ
の

橋
渡
し
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
本
報
告
書
で
は
、
地
域
福
祉
や

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
政
策
動
向
を
踏
ま

え
て
、
本
事
業
が
今
後
も
継
続
的
に
役
割
を

発
揮
し
て
い
く
た
め
に
、
次
の
3
点
を
事
業

の
方
向
性
と
し
て
提
案
し
た
。

︿
本
事
業
の
今
後
の
方
向
性
﹀

① 

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
と
本
事
業

を
一
体
的
に
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
に
お
け
る
総
合
的
な
権
利
擁
護
体

制
を
構
築
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
権
利

擁
護
セ
ン
タ
ー
等
の
設
置
お
よ
び
中
核

機
関
の
受
託
を
推
進
す
る
。

② 

各
市
町
村
に
お
い
て
、地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た
包
括
的
支
援
体
制
の
な

か
に
権
利
擁
護
の
課
題
へ
の
取
り
組
み

を
位
置
づ
け
、
体
制
整
備
を
推
進
す
る
。

③ 

市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て
日
常
生
活
自

立
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
を

含
め
、
事
業
実
施
主
体
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
行
う
。

　

改
正
社
会
福
祉
法
に
基
づ
く
包
括
的
な
支

援
体
制
の
整
備
や
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進

施
策（
中
核
機
関
の
設
置
等
）を
踏
ま
え
、
市

町
村
段
階
に
お
い
て
、
成
年
後
見
制
度
や
本

事
業
を
含
む
総
合
的
な
権
利
擁
護
体
制
を
ど

の
よ
う
に
構
築
す
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

各
市
町
村
社
協
に
お
い
て
は
、
地
域
福
祉

計
画
や
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
に
関
す
る

市
町
村
計
画
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
に
積
極
的
に

参
画
す
る
な
ど
、
総
合
的
な
権
利
擁
護
体
制

の
構
築
に
向
け
て
行
政
と
協
議
を
進
め
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

2
．�

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
が
果
た
し
て
い
る
役
割
と
今
後
の
事
業
の
方
向
性

3
．
事
業
運
営
に
関
す
る
課
題
と
取
り
組
み
の
ヒ
ン
ト
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は
専
門
員
に
す
べ
て
任
せ
ら
れ
て
し
ま
う
な

ど
、連
携
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
。

よ
り
効
果
的
な
連
携
に
向
け
て
、
ま
ず
は
本

事
業
の
目
的
や
支
援
対
象
者
、
支
援
の
範
囲

な
ど
を
適
切
に
関
係
者
に
理
解
し
て
も
ら
う

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
例
え
ば
生
活
保
護
の

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
の
連
携
に
つ
い
て
も
、そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
や
立
場
の
違
い
を
相
互
に
理

解
す
る
こ
と
が
連
携
の
第
一
歩
と
な
る
。

取
り
組
み
の
ヒ
ン
ト

・ 

静
岡
県
社
協
で
は
、
利
用
者
向
け
と
は

別
に
、
福
祉
関
係
者
に
向
け
て
本
事
業

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
い
る
。関

係
機
関
と
の
初
期
段
階
に
お
け
る
情
報

共
有
、
連
携
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識

か
ら「
情
報
提
供
書
」の
様
式
を
作
成
し
、

本
事
業
に
つ
な
ぐ
際
に
は
相
談
者
の
基

本
情
報
や
本
事
業
の
利
用
を
希
望
す
る

理
由
な
ど
を
記
載
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

・ 

横
浜
市
社
協
で
は
、
生
活
保
護
受
給
者

の
利
用
契
約
が
全
体
の
6
割
を
占
め
て

い
る
こ
と
か
ら
、
福
祉
事
務
所
と
の
連

携
強
化
に
向
け
て
、
市
健
康
福
祉
局
生

活
支
援
課
・
福
祉
保
健
課
（
福
祉
事
務

所
）と
協
議
し
た
。
そ
の
結
果
、本
事
業

と
各
区
生
活
支
援
課
（
生
活
保
護
担
当
）

と
の
連
携
イ
メ
ー
ジ
を
整
理
し
た
資
料

を
福
祉
事
務
所
と
連
名
で
作
成
し
た
。

⑶
生
活
支
援
員
の
確
保
︑
活
動
支
援

　

生
活
支
援
員
の
確
保
に
関
す
る
具
体
的
な

工
夫
と
し
て
、
常
駐
型
の
生
活
支
援
員
を
配

置
し
、
活
動
の
頻
度
を
増
や
す
こ
と
で
専
門

員
の
サ
ポ
ー
ト
を
強
化
し
て
い
る
社
協
も
み

ら
れ
る
。
住
民
が
担
う
生
活
支
援
員
活
動
の

意
義
は
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
複
雑
化
に
対
応
し
、

生
活
支
援
員
の
雇
用
・
活
動
の
形
態
も
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
生
活
支
援

員
の
担
い
手
確
保
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
社

協
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
工
夫
と
し
て
、

市
民
後
見
人
の
養
成
講
座
を
開
催
し
て
、
そ

の
修
了
生
に
生
活
支
援
員
の
活
動
を
担
っ
て

も
ら
う
取
り
組
み
が
み
ら
れ
、
よ
り
幅
広
く

人
材
の
掘
り
起
こ
し
を
行
う
方
法
と
し
て
効

果
も
あ
が
っ
て
い
る
。

取
り
組
み
の
ヒ
ン
ト︵
自
由
回
答
よ
り
︶

・ 

市
民
後
見
人
育
成
養
成
の
研
修
内
容
に

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
に
関
す
る
説

明
を
盛
り
込
み
、
修
了
者
に
声
を
か
け

て
後
見
人
を
受
任
す
る
前
の
段
階
で
生

活
支
援
員
を
担
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
実
績
が
あ

る
地
域
住
民
に
活
動
を
依
頼
し
た
。
熱

心
で
協
力
的
な
生
活
支
援
員
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

⑷
成
年
後
見
制
度
へ
の
移
行
︑
連
携

　

本
人
の
状
況
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
支
援

の
た
め
、
本
事
業
と
成
年
後
見
制
度
の
連
携

を
よ
り
密
に
し
、
本
人
に
と
っ
て
よ
り
適
切

な
制
度
の
選
択
、
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
成
年
後
見
制
度
へ
の

移
行
に
関
し
て
は
、
本
事
業
の
利
用
者
は
、

資
産
が
少
な
く
、
申
し
立
て
が
で
き
る
親
族

も
い
な
い
な
ど
、
市
町
村
長
申
立
て
が
必
要

な
場
合
が
多
い
た
め
、
市
町
村
長
申
立
て
が

円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
な
市
町
村
の
体
制
整

備
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
後
見
の
受
け
皿
確
保
の
た
め
、
社

協
と
し
て
、
法
人
後
見
の
受
任
体
制
を
整
備

す
る
こ
と
や
市
民
後
見
人
の
養
成
、
活
動
支

援
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

⑸�

効
率
化
と
不
正
防
止
の
取
り
組
み
強
化

　

近
年
、
本
事
業
に
か
か
る
不
祥
事
が
複
数

発
生
し
て
お
り
、
各
社
協
に
お
い
て
、
不
正

を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
の
組
織
的
な
取
り
組

み
を
事
務
局
長
は
じ
め
管
理
者
が
先
頭
に

立
っ
て
徹
底
し
て
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

基
幹
的
社
協
方
式
か
ら
全
市
区
町
村
社
協
実

施
方
式
に
転
換
が
進
む
な
か
で
、
組
織
規
模

が
小
さ
い
社
協
に
お
け
る
内
部
け
ん
制
の
あ

り
方
な
ど
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
業
務
管

理
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

取
り
組
み
の
ヒ
ン
ト︵
自
由
回
答
よ
り
︶

・ 

本
事
業
に
つ
い
て
の
内
部
監
査
を
年
1

回
以
上
行
い
、
事
務
局
長
を
含
む
管
理

職
が
、
す
べ
て
の
通
帳
残
高
の
ほ
か
、

実
際
の
預
か
り
物
と
リ
ス
ト
と
の
突
き

合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
。

・ 

毎
日
、
業
務
終
了
後
に
預
か
り
物
が
元

の
状
態
に
戻
っ
て
い
る
か
確
認
す
る
。

確
認
す
る
職
員
も
代
え
て
対
応
し
て
い

る
ほ
か
、
現
金
の
チ
ェ
ッ
ク
は
ラ
ン
ダ

ム
な
日
程
で
行
っ
て
い
る
。

⑹ 

運
営
財
源
の
確
保
︑
市
区
町
村
行
政
の

理
解
や
財
政
支
援
の
拡
大

　

本
事
業
に
か
か
る
国
庫
補
助
基
準
算
定
基

準
額
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
、
大
幅
な

増
額
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
第
一
に
、

国
庫
補
助
基
準
額
に
沿
っ
た
都
道
府
県
・
指

定
都
市
補
助
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備

や
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
施
策
を
見
据
え
、

市
区
町
村
行
政
と
の
関
わ
り
を
広
げ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
本
事
業
が
生
活
保
護
受
給
者

の
日
常
的
な
見
守
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
や
金
銭
管
理
の
支
援
を
通
じ

て
公
共
料
金
や
税
金
の
滞
納
を
解
消
し
て
い

る
こ
と
な
ど
、
市
区
町
村
に
と
っ
て
の
財
政

的
な
効
果
も
ア
ピ
ー
ル
し
つ
つ
、
市
区
町
村

に
よ
る
財
政
支
援
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

　

認
知
症
高
齢
者
の
増
加
や
単
身
世
帯
の
広

が
り
、
家
族
機
能
の
低
下
な
ど
、
社
会
の
大

き
な
変
化
が
進
む
な
か
、
判
断
能
力
が
不
十

分
な
人
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
の
各
市
町

村
で
の
仕
組
み
づ
く
り
が
急
が
れ
る
。
本
事

業
が
開
始
以
来
重
視
し
て
き
た
“
一
人
ひ
と

り
に
寄
り
添
う
支
援
”
を
中
核
に
、
成
年
後

見
制
度
な
ど
関
連
制
度
と
密
接
に
連
携
し
な

が
ら
総
合
的
な
権
利
擁
護
体
制
の
構
築
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

※�

報
告
書
は
、
以
下
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
全
文

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

　�「
平
成
30
年
度
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
実
態

調
査
報
告
書
」

　

�https://w
w
w.zcw

vc.net/調
査
-研
究
報
告
一
覧
/

特集　2 日常生活自立支援事業の今後の展開に向けて
～地域での暮らしを支える意思決定支援と権利擁護～

4
．
ま
と
め
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︱
前
号
か
ら
の
続
き
︱

③
多
様
性
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

あ
る
研
究
者
は
、
連
携
の
必
要
性
が
叫
ば

れ
な
が
ら
も
う
ま
く
機
能
し
な
い
状
況
に
つ

い
て
、「
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
で
は
限
界
だ
」

と
い
う
危
機
意
識
を
も
つ
こ
と
が
何
よ
り
も

重
要
だ
と
指
摘
し
て
い
ま
す
（
＊
1
）。

　

前
回
の
「
1
．
顔
の
見
え
る
関
係
」
で
も

ふ
れ
ま
し
た
が
、
異
な
る
職
種
が
お
互
い
を

知
り
合
う
「
場
」
が
あ
れ
ば
、
相
手
の
人
柄

や
職
種
の
専
門
性
を
知
る
機
会
が
増
え
「
連

携
の
は
じ
め
の
一
歩
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。

会
議
の
回
数
で
は
な
く
、
内
容
（
質
）
が
重

視
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
や
機
関
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
一
つ
の
職
種
で
も
、
そ
れ

を
担
う
人
も
人
柄
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
多
職

種
・
多
機
関
の
連
携
と
い
う
考
え
方
よ
り
も

「
多
様
性
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」と
い
う
考
え
方

に
立
脚
し
て
「
連
携
」
を
眺
め
て
み
る
の
も

一
案
だ
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
連
携
の
タ
イ
プ
と
レ
ベ
ル
を
紹
介

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
図
表
1
の
横
軸「
点
」

は
個
別
の
事
業
所
、「
線
」
は
異
な
る
事
業
所
、

「
面
」は
複
数
の
事
業
所
が
一
体
と
な
っ
て
い

る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。「
点
：
連
絡
」
の
段
階
で

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、「
線
：
連
携
」

で
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
、「
面
：
統

合
」
で
は
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
縦
軸
に
は
「
点
」
→

「
線
」
→
「
面
」
へ
と
移
行

す
る
際
に
求
め
ら
れ
る
技

術
レ
ベ
ル
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

連
携
の
未
来
図
は
「
イ

ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
に

向
か
う
こ
と
で
す
。
イ
ン

テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、

分
離
し
た
状
態
に
あ
る
も

の
を
有
機
的
に
統
合
す
る

こ
と
。
有
機
的
と
は
、
組

織
（
こ
こ
で
は
連
携
チ
ー

ム
）
の
雰
囲
気
が
緩
や
か

で
、
し
が
ら
み
も
少
な
く
、

自
由
な
雰
囲
気
の
組
織
を

さ
し
ま
す
。
ま
た
、
明
文

化
さ
れ
た
規
則
は
少
な
く
、

あ
っ
て
も
拘
束
力
は
弱
い

た
め
、
構
成
員
は
自
ら
が

何
を
す
る
べ
き
か
考
え
、

積
極
的
に
チ
ー
ム
に
参
加

し
て
い
る
状
態
を
さ
し
ま

す
。

　

こ
の
状
態
が
「
そ
の
地

域
」
に
あ
る
と
す
れ
ば
、

自
分
に
で
き
る
範
囲
で
、

互
い
が
互
い
を
支
え
合
い
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は「
地
域
共
生
社
会
」

の
概
念
に
通
じ
る
も
の
で

「
障
害
者
も
健
常
者
も
、

互
い
に
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値

を
見
出
し
、
で
き
る
範
囲

で
助
け
合
え
る
社
会
を
つ

2
．�

連
携
の
阻
害
要
因
と
促
進
要
因

3
．�

連
携
の
未
来
図

実
践
か
ら
考
え
る
！

協
働
の
中
核

　
前
号
ま
で
2
回
に
わ
た
り
、「
連
携
」
の
定
義
や
プ
ロ
セ
ス
、
促
進
・
阻
害
の
各
要
因
等
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
ま
と
め
と
な
る
本
稿
で
は
、
連
携
に
お
け
る
多
様
性
や

関
係
の
質
、
そ
し
て
社
協
へ
の
期
待
を
上
原
久
氏
か
ら
ご
寄
稿
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
川

島
ゆ
り
子
氏
が
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
す
。

連 載
第 4回

図表 1　「連携」のタイプとレベル

レ
ベ
ル
3

創発的なコラボレーション

知的な相互刺激、情報の練り上げ

レ
ベ
ル
2

役割を超えた活動

役割外（extra‒role）行動、新規行動

レ
ベ
ル
1

メンバーの円滑な連携・協力
●

ホウレンソウ、情報共有、円満な人間関係

チームワークのレベル

連携のタイプ

Ⅰ連絡 Ⅱ連携 Ⅲ統合
別個の組織 異なる組織 一つの組織
随時の情報交換 定期的な業務提携 恒常的なつながり

点 線 面
コミュニケーション コーディネーション インテグレーション

出典：上原久/朝比奈ミカ『生活困窮者を支える連携のかたち』中央法規出版，p35，2017
（古川久敬『チームマネジメント』日本経済新聞社，2004，p22/前田信雄『保健医療福祉の統合』勁草書房，1990，p14を参考に作成）

「
連
携
」
の
意
義
③
　

連
携
の
未
来
図
と
社
協
へ
の
期
待

社
会
福
祉
法
人
聖
隷
福
祉
事
業
団
　

浜
松
市
生
活
自
立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
な
が
り
　

所
長

上
原
　
久
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く
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

複
合
的
課
題
を
か
か
え
た
相
談
者
の
支
援

を
展
開
す
る
と
き
、「
連
携
」
は
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
手
法
で
す
。
し
か
し
「
連
携
」

に
は
技
術
が
必
要
で
、
個
別
支
援
ば
か
り
で

な
く
、
個
別
支
援
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
地

域
資
源
が
線
や
面
と
な
っ
て
機
能
す
る
こ
と

を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
積
み

重
ね
こ
そ
が
地
域
の
課
題
解
決
力
を
高
め
、

「
地
域
づ
く
り
」に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
個
別
支
援
を
展
開
し
た
未
来
形

と
し
て
「
地
域
づ
く
り
」
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
側
面
か
ら「
連
携
」を
と
ら
え
直
す
時
、
さ

ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
み
え
て
く
る
気
が
し
ま

す
。

　
「
連
携
」は
あ
る
日
突
然
に
形
成
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
明
確
な
目
的
を
も
つ
支
援
プ

ロ
セ
ス
で
す
。
阻
害
要
因
を
上
手
に
回
避
し

な
が
ら
、
相
互
に
継
続
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
行
い
、
点
→
線
→
面
へ
の
意
識
的
な
広
が

り
を
と
も
な
う
過
程
で
す
。
連

携
の
接
着
剤
と
し
て
機
能
す
る

の
は
、
相
談
者
で
す
。
相
談
者

を
中
心
に
地
域
の
未
来
図
を
つ

く
り
あ
げ
る
こ
と
こ
そ
、
真
の

「
地
域
づ
く
り
」活
動
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

以
上
3
回
に
わ
た
り
、
連
携

の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま

し
た
。
連
携
を
依
頼
す
る
側
も

さ
れ
る
側
も
、
そ
の
定
義
や
過

程
な
ど
に
つ
い
て
再
確
認
い
た

だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。
阻
害
要

因
を
し
っ
か
り
認
識
し
て
お
け

ば
、
そ
れ
を
促
進
要
因
に
応
用

す
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
前
述

し
た
「
点
」
か
ら
「
線
」
へ
の

展
開
に
つ
い
て
は
、
支
援
者
側

の
認
識
次
第
で
良
し
悪
し
が
決

ま
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

問
題
は
、「
線
」
か
ら
「
面
」
へ
の
展
開
と

い
え
そ
う
で
す（
図
表
2
）。
こ
れ
ぞ
地
域
福

祉
実
践
の
要
と
し
て
活
躍
す
る
社
会
福
祉
協

議
会
の
出
番
で
す
。
い
う
ま
で
も
な
く
「
連

携
」
や
「
地
域
づ
く
り
」
は
一
朝
一
夕
に
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
々
の
実
践

の
積
み
重
ね
こ
そ
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
を

つ
く
り
、
価
値
観
を
共
有
し
得
る
関
係
へ
と

発
展
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

昨
今
、「
地
域
づ
く
り
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
を
目
に
す
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。「
地

域
づ
く
り
」
と
い
う
概
念
と
「
連
携
」
と
い

う
概
念
は
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
る
の
で
し
ょ

う
。
筆
者
は
、「
個
別
支
援
」
→
「
連
携
」
→

「
地
域
づ
く
り
」
へ
と
発
展
し
て
こ
そ
、
地
域

福
祉
実
践
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
た
成
果
物
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。「
個
別
支
援
」
と
「
地

域
づ
く
り
」を
つ
な
ぐ
支
援
技
法
と
し
て「
連

携
」
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
こ
は
ま
さ
に
社

協
の
得
意
分
野
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
単
な
る
会
議
体
を
設
け
る
ば
か
り
で
な

く
、「
個
」
を
中
心
に
据
え
た
「
連
携
」、
そ

の
成
果
物
と
し
て
の
「
地
域
づ
く
り
」
が
展

開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

＊
1�

中
村
洋
『
多
職
種
間
連
携
に
お
け
る
2
つ
の
阻
害
要
因

と
4
つ
の
促
進
要
因
』
医
療
と
社
会
，
2
0
1
4
，

v
o
l
．
24
，
N
o
．
3
，
p
2
1
1—

2
1
2

4
．�

連
携
に
関
す
る
社
協
へ

の
期
待

出典：上原久/朝比奈ミカ『生活困窮者を支える連携のかたち』中央法規出版，p39，2017

図表 2　 連携の「線」から「面」への展開

連携チーム

C事例
【相談機関】

連携チーム

B事例
【相談機関】

連携チーム

A事例
【相談機関】

個別事例→連携→地域づくり　「線」から「面」へ

連
携
を
構
築
す
る
た
め
に
「
自
分

は
何
が
で
き
る
の
か
」
を
考
え
る

愛
知
教
育
大
学
　
教
授
　
川
島
　
ゆ
り
子

　﹁
連
携
と
は
単
独
で
は
な
し
得
な
い
こ

と
を
︑
共
通
の
目
的
を
も
っ
て
取
り
組
む

プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
﹂
と
い
う
定
義
は
︑
連

携
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に

な
り
ま
す
︒
複
雑
に
か
ら
み
あ
っ
た
地
域

生
活
課
題
を
か
か
え
る
一
人
の
人
︑
あ
る

い
は
そ
の
人
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
と

い
う
共
通
の
目
的
を
も
ち
︑
自
身
が
担
え

る
役
割
や
機
能
を
明
確
に
し
︑
そ
の
う
え

で
限
界
も
自
覚
す
る
こ
と
か
ら
で
し
か
連

携
は
生
ま
れ
な
い
の
で
す
︒
そ
う
い
う
意

味
で
︑
連
携
構
築
を
め
ざ
す
と
い
う
こ
と

は
︑
連
携
の
相
手
を
見
つ
め
る
だ
け
で
は

な
く
︑
常
に
﹁
自
分
は
何
が
で
き
る
の
か
︑

何
が
で
き
な
い
の
か
﹂
を
問
い
直
し
続
け

る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
︒

　
ま
た
︑
連
携
構
築
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い

て
︑
そ
こ
に
参
画
す
る
支
援
者
自
身
も
変

容
し
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

地
域
生
活
課
題
の
解
決
を
め
ざ
す
う
え
で
︑

ど
う
し
て
も
手
が
届
か
な
い
部
分
が
あ
る

時
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
が
自
分
の
守
備
範

囲
か
ら
一
歩
と
は
い
わ
な
く
て
も
半
歩
ず

つ
踏
み
出
し
て
い
く
︑
そ
う
し
た
境
界
線

の
越
境
が
重
な
り
合
っ
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
︑
単
独
で
は
な
し
得
な
い
支
援
の

拡
が
り
が
展
開
さ
れ
る
の
で
す
︒

　
社
会
福
祉
協
議
会
が
地
域
の
協
働
の
中

核
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
今
︑
内
部

の
連
携
を
含
め
︑
社
協
組
織
の
あ
り
方
を

見
つ
め
直
せ
る
か
︑
境
界
線
を
越
境
で
き

る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ

う
︒
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彦
根
市
社
協
（
以
下
、
市
社
協
）
は
、
平

成
27
年
に
第
一
次
彦
根
市
地
域
福
祉
活
動

計
画
（
以
下
、
活
動
計
画
）
を
策
定
し
た
。

　

活
動
計
画
は
、
次
の
3
つ
の
計
画
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
①
学
区
（
地
区
）
住
民

福
祉
活
動
計
画
（
以
下
、
住
民
福
祉
活
動

計
画
）
は
、
住
民
の
身
近
な
地
域
ご
と
の

課
題
等
を
踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く
り
や
福
祉

活
動
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
て
い
る
。
②

地
域
福
祉
推
進
計
画
（
以
下
、
推
進
計
画
）

は
、
市
域
全
体
の
地
域
福
祉
活
動
に
つ
い

て
取
り
ま
と
め
て
い
る
。
③
基
盤
強
化
計

画
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
福
祉
の
推
進
を
担

う
市
社
協
の
基
盤
強
化
の
方
向
性
を
取
り

ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
う
ち
住
民
福
祉
活

動
計
画
は
、
市
内
の
全
19
地
区
で
策
定
さ

れ
て
い
る
。

小
地
域
の
計
画
策
定
プ
ロ
セ
ス

そ
の
も
の
が
地
域
福
祉
の
基
盤

　
「
市
社
協
が
地
域
に
入
り
込
み
、
地
域

住
民
と
話
し
合
い
、
ま
た
地
域
住
民
が
自

ら
の
地
域
の
こ
と
を
考
え
て
い
く
。
そ
う

し
た
住
民
福
祉
活
動
計
画
の
策
定
プ
ロ
セ

ス
そ
の
も
の
が
、
彦
根
市
の
地
域
福
祉
の

基
礎
と
な
り
ま
し
た
」
と
森
恵
生
地
域
福

祉
課
長
は
振
り
返
る
。
住
民
福
祉
活
動
計

画
の
策
定
以
前
は
、
市
社
協
に
専
任
の
地

域
担
当
職
員
は
配
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
各

地
域
の
な
か
に
入
り
込
ん
で
い
る
と
は
言

え
な
か
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
計
画
策
定
に
向
け
、

平
成
26
年
度
か
ら
す
べ
て
の
地
区
に
お
い

て
住
民
福
祉
懇
談
会
（
以
下
、
懇
談
会
）

を
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。「
地
区
社
協

は
全
19
地
区
に
組
織
さ
れ
て
い
た
の
で
、

ま
ず
は
住
民
の
よ
り
身
近
な
存
在
で
あ
る

地
区
社
協
か
ら
住
民
や
関
係
者
に
声
を
か

け
、
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
」
と
森
課

長
。
懇
談
会
で
は
住
民
に
自
分
た
ち
の
地

域
の
魅
力
や
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

も
ら
い
、
何
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
け
る
の
か
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
考

え
る
よ
う
に
し
た
。
懇
談
会
は
19
地
区
合

計
で
57
回
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
の
べ

7
4
7
人
に
も
及
ぶ
。
懇
談
会
に
は
地
域

担
当
職
員
の
み
な
ら
ず
、
在
宅
介
護
担
当

職
員
も
含
め
す
べ
て
の
市
社
協
の
職
員
が

必
ず
1
名
は
参
加
し
、
各
地
域
と
の
関
係

を
構
築
し
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
努
力
が
実
を
結
び
、
平
成

26
～
27
年
度
の
2
年
間
で
全
19
地
区
の
住

民
福
祉
活
動
計
画
が
完
成
し
た
。
こ
の
策

定
プ
ロ
セ
ス
が
、
地
域
住
民
同
士
が
自
ら

の
地
域
の
こ
と
を
考
え
、
話
し
合
い
を
す

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。

　

市
域
全
体
を
対
象
に
し
た
推
進
計
画
は

福
祉
関
係
者
、
N
P
O
関
係
者
、
行
政
機

関
職
員
、
学
識
関
係
者
等
25
名
で
構
成
さ

れ
て
い
る
活
動
計
画
の
策
定
委
員
会
が
取

り
ま
と
め
た
。
市
全
体
の
計
画
を
考
え
た

時
に
必
要
な
視
点
や
課
題
等
に
つ
い
て
懇

談
会
で
話
し
合
わ
れ
た
内
容
を
、
集
約
し

て
策
定
さ
れ
た
。

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
き
、

計
画
を
評
価
・
改
善

　

彦
根
市
の
活
動
計
画
を
語
る
う
え
で
も

う
一
つ
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
は
、
計
画
に

基
づ
く
事
業
の
進
行
管
理
を
し
た
う
え
で

計
画
の
評
価
を
行
い
、
そ
の
評
価
を
次
年

度
の
計
画
や
予
算
に
反
映
さ
せ
て
い
る
点

で
あ
る
。
住
民
福
祉
活
動
計
画
・
推
進
計

画
・
基
盤
強
化
計
画
の
進
行
管
理
を
行
う

委
員
会
と
し
て
は
新
た
に
地
域
福
祉
推
進

委
員
会
（
以
下
、
推
進
委
員
会
）
を
設
け
、

メ
ン
バ
ー
は
推
進
計
画
の
策
定
委
員
会
の

委
員
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

　

推
進
委
員
会
は
年
に
2
回
（
6
・
2
月

頃
）
開
催
し
、
主
に
推
進
計
画
の
評
価
を

行
う
。
ま
た
、
各
地
区
で
は
住
民
福
祉
活

動
計
画
を
推
進
・
実
行
し
、
進
捗
状
況
を

確
認
す
る
推
進
会
議
が
別
に
設
置
さ
れ
て

お
り
、
各
地
区
の
住
民
福
祉
活
動
計
画
の

進
捗
状
況
は
推
進
委
員
会
で
も
報
告
さ
れ

て
い
る
。

　

6
月
の
推
進
委
員
会
で
は
、
前
年
度
の

住民福祉推進活動計画推進会議の様子

社協活動
最前線
彦根市
社会福祉協議会

PDCAサイクルに基づく
計画的な地域福祉の推進と、
住民に身近な地区における
福祉活動の推進・支援

国宝に指定される彦根城の天守は、切妻・入母
屋・唐破風を組み合わせた多彩な屋根や火灯窓が
美しい。

彦根市社協では、小地域福祉活動計画である
「学区（地区）住民福祉活動計画」を市内全
19地区で策定している。また、市全域の「地
域福祉推進計画」は、PDCAサイクルに基づ
き進行状況を定期的に評価し、事業を見直し
ている。住民に身近な地区における福祉活動
の推進・支援と、PDCAサイクルに基づく計
画的な地域福祉の推進を行う彦根市社協を取
材した。

社協データ
【地域の状況】（平成31年3月現在）
人　　口　　112,883人
世 帯 数　　47,911世帯
高齢化率　　24.7％

【社協の状況】（平成31年4月現在）
理　　事　　  10人
評 議 員　　  16人
監　　事　　    2 人
職 員 数　　128人（正規職員69人、嘱託 
14名、非常勤45人）

【主な事業】
⃝地域福祉活動計画推進事業
⃝生活支援コーディネーター設置事業
⃝見守り合い活動推進事業
⃝子ども・若者支援事業
⃝「我が事・丸ごと」の地域づくり推進事業
　（地域力強化・多機関連携の相談体制構築）
⃝地域づくりボランティアセンター運営事業
⃝地域福祉権利擁護事業
⃝生活困窮者自立支援事業
⃝権利擁護サポートセンター運営事業
⃝介護保険・障害福祉サービス事業
⃝地域包括支援センター運営事業
⃝老人福祉センター運営事業
⃝衣装貸付事業



13    2019  NORMA  APRIL｜MAY  No.326

計
画
の
最
終
評
価
と
、
当
年
度
の
具
体
的

な
取
り
組
み
方
を
検
討
す
る
。
そ
の
後
、

12
月
頃
に
当
年
度
の
数
値
目
標
等
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
市
社
協
が
内
部
評
価
を
行

う
。2
月
の
推
進
委
員
会
で
は
、市
社
協
の

行
っ
た
内
部
評
価
に
つ
い
て
意
見
を
も
ら

い
、
当
年
度
で
取
り
組
む
べ
き
内
容
を
確

認
す
る
。
推
進
計
画
は
項
目
ご
と
に
、
目

標
設
定
や
そ
の
評
価
を
し
や
す
い
よ
う
に
、

な
る
べ
く
年
度
ご
と
の
具
体
的
な
数
値
目

標
を
明
記
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
。

　

数
値
目
標
の
評
価
は
、
8
割
以
上
達
成

し
て
い
れ
ば
A
、
5
〜
7
割
な
ら
B
、
5

割
以
下
は
C
、
未
達
成
な
ら
D
の
4
段
階

と
し
て
い
る
。
数
値
目
標
が
な
い
項
目
は
、

達
成
で
き
た
ら
A
、
お
お
む
ね
達
成
で
き

た
ら
B
、
未
達
成
の
場
合
は
C
、
未
実
施

の
場
合
は
D
の
4
段
階
で
評
価
す
る
。
こ

の
よ
う
に
「
事
業
進
行
管
理
・
評
価
シ
ー

ト
」
に
基
づ
き
、
市
社
協
の
内
部
評
価
と

推
進
委
員
会
の
外
部
評
価
の
2
つ
の
側

面
で
進
捗
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
評
価
と
振
り
返
り
を
経

て
、
策
定
か
ら
2
年
が
経
過
し
た
平
成

29
年
度
に
は
、
推
進
計
画
の
各
項
目
の

数
値
目
標
設
定
の
中
間
見
直
し
を
行
っ

た（
表
1
※
）。
年
度
ご
と
の
数
値
目
標

に
つ
い
て
す
で
に
達
成
し
て
い
る
項
目

に
つ
い
て
は
さ
ら
に
高
い
数
値
目
標
を

再
設
定
し
た
。
一
方
、
取
り
組
み
不
振

の
項
目
に
つ
い
て
は
そ
の
課
題
を
話
し

合
い
、
そ
の
後
の
進
め
方
を
検
討
し
た
。

　
「
地
域
福
祉
の
取
り
組
み
は
、
達
成

度
が
わ
か
り
づ
ら
く
、
評
価
が
困
難
で

す
。
計
画
を
つ
く
り
っ
ぱ
な
し
に
せ
ず
、

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
で
き
ち
ん
と
計
画

の
進
捗
を
管
理
す
る
こ
と
が
、
的
確
な

地
域
福
祉
の
推
進
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
住
民
と
と
も
に
ゼ
ロ
か
ら
つ
く

り
上
げ
て
き
た
住
民
福
祉
活
動
計
画
策

定
の
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ

の
集
約
で
あ
る
推
進
計
画
が
き
ち
ん
と

遂
行
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
確
実
に
よ
り
よ
い
地
域
づ

く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
自
負
も

あ
り
ま
す
」
と
森
課
長
は
P
D
C
A
サ
イ

ク
ル
に
よ
る
計
画
の
進
捗
管
理
の
重
要
性

を
指
摘
す
る
。

計
画
の
策
定
を
き
っ
か
け
に
広
が

る
住
民
主
体
の
地
域
福
祉
活
動

　

市
社
協
で
は
、
平
成
28
年
度
よ
り
生
活

支
援
体
制
整
備
事
業
に
お
け
る
第
2
層
の

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、

現
在
7
名
が
従
事
し
て
い
る
。
第
2
層
の

協
議
体
の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
新
た
に

つ
く
る
の
で
は
な
く
、
各
地
区
に
あ
る
推

進
会
議
を
、
第
2
層
の
協
議
体
に
位
置
づ

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

「
地
域
の
な
か
で
住
民
同
士
が
支
え
合
い
、

地
域
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
住
民
が

『
や
ら
さ
れ
て
い
る
』と
い
う
感
覚
で
は
な

く
、
主
体
的
に
自
ら
の
地
域
の
こ
と
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
住
民
福
祉

活
動
計
画
は
ま
さ
に
住
民
が
主
体
的
に
地

域
の
こ
と
を
考
え
て
策
定
し
た
も
の
で
す
。

住
民
に
し
て
み
る
と
、
集
ま
っ
て
自
分
た

ち
の
地
域
の
こ
と
を
協
議
す
る
と
い
う
こ

と
は
同
じ
で
す
か
ら
、
既
存
の
協
議
体
を

活
か
さ
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。
行
政
に

は
そ
の
点
を
説
明
し
、
納
得
し
て
も
ら
い

ま
し
た
」
と
、
森
課
長
は
言
う
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
よ
り
受
託
し
て
い

る
「『
我
が
事
・
丸
ご
と
』
の
地
域
づ
く
り

推
進
事
業
」
で
は
、
地
域
力
強
化
推
進
事

業
と
多
機
関
協
働
に
よ
る
包
括
的
支
援
体

制
構
築
事
業
を
と
も
に
市
社
協
で
受
託
し

て
お
り
、
ま
さ
に
住
民
の
身
近
な
圏
域
に

お
け
る
地
域
生
活
課
題
を
把
握
す
る
場
と

し
て
も
住
民
福
祉
活
動
計
画
の
推
進
会
議

が
活
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
住

民
福
祉
活
動
計
画
の
策
定
の
た
め
に
住
民

同
士
で
協
議
す
る
こ
と
が
、
現
在
の
彦
根

市
の
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
の
主
体
的
な
活
動

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

「
見
え
る
社
協
」
を
め
ざ
し
て

　
「
地
域
に
入
り
込
み
、
地
域
住
民
と
と

も
に
汗
を
流
し
、
各
地
域
の
こ
と
を
考
え

て
い
っ
た
策
定
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
地
域

住
民
と
市
社
協
の
結
び
つ
き
も
強
く
な
り
、

地
域
福
祉
の
推
進
に
お
け
る
市
社
協
の
役

割
や
存
在
を
意
識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
、
長
﨑
敏
雄
事
務
局
次
長
は

実
感
を
語
る
。
市
社
協
の
役
割
の
認
識
を

得
た
今
で
は
、「
地
域
の
た
め
に
こ
う
い

う
こ
と
を
や
り
た
い
、
ど
う
し
た
ら
い
い

ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
声
が
、
住
民
か
ら

次
々
に
寄
せ
ら
れ
て
く
る
と
言
う
。「
ど

う
す
る
か
を
一
緒
に
考
え
、
で
き
る
限
り

要
望
に
は
応
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

大
変
な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
住
民
と
と

も
に
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
市
社

協
の
使
命
で
す
。
住
民
に
と
っ
て
『
見
え

る
社
協
』
で
あ
る
た
め
に
が
ん
ば
り
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
森
課
長
は
抱
負
を
語
る
。

　

活
動
計
画
を
地
域
の
人
た
ち
と
つ
く
り

上
げ
、
そ
の
進
捗
状
況
を
一
緒
に
見
守
っ

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
彦
根
市
社
協
の
活
動

が
住
民
た
ち
に
と
っ
て
「
見
え
る
も
の
」

に
な
り
、「
頼
れ
る
存
在
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
、
彦
根
市

社
協
の
存
在
意
義
は
今
後
も
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

彦根市（滋賀県）
滋賀県の北東部の中心的な都市として栄えている。古くから近江国の交通の結節点であり、江戸時代は中山道の宿場
町としてもにぎわった。国宝に指定される彦根城を中心とする歴史の町でもあり、城下町の面影を残した風情ある街
並みが観光客からの人気も高い。彦根城のマスコット「ひこにゃん」は、ご当地キャラクターの元祖と言われている。

表 1　 「地域福祉活動計画」の計画年度における具体的な PDCAプロセス

年 項目 Plan
（計画）

Do
（実行）

Check
（点検・評価）

Action
（見直し・改善）

1～2年目 単年計画の
具体的展開

単年目標設定
単年度計画 活動展開 達成状況・成

果確認
次年度の活動展開に
活かす

3年目

単年計画の
具体的展開

単年目標設定
単年度計画 活動展開 達成状況・成

果確認
見直し結果を残り 
2 か年に反映

活動計画の
中間見直し
を含めた、
具体的展開

活動目標や事業
の見直し等（※）
◆ 2か年評価
◆目標設定

活動展開 達成状況・成
果確認

見直し結果を残り 
2 か年に反映

4～5年目 単年計画の
具体的展開

単年目標設定
単年度計画 活動展開 達成状況・成

果確認
次期活動計画、次年
度の活動に活かす
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突
然
の
福
祉
避
難
所
の
設
置
運
営

　

発
災
後
、
村
社
協
が
管
理
運
営
す
る
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
急
い
で
駆
け
つ
け
る
と
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
は
寸
断
さ
れ
、
館
内
は
足
の
踏
み
場

も
な
い
ほ
ど
の
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ

へ
、
地
域
の
消
防
団
か
ら
「
近
隣
の
要
配
慮

者
の
方
々
を
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
避
難

さ
せ
ら
れ
な
い
た
め
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
受

け
入
れ
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
の
要
請
が

あ
っ
た
。
何
と
か
集
ま
っ
た
職
員
数
名
で
、

館
内
か
ら
使
用
で
き
る
ベ
ッ
ド
を
引
き
ず
り

出
し
、
玄
関
先
や
駐
車
場
に
簡
易
テ
ン
ト
を

張
っ
て
受
け
入
れ
を
行
っ
た
。
思
い
起
こ
せ

ば
、
こ
れ
が
福
祉
避
難
所
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

　

本
来
、
福
祉
避
難
所
の
設
置
運
営
に
つ
い

て
は
行
政
と
村
内
の
高
齢
者
福
祉
施
設
間
で

協
定
が
結
ば
れ
て
い
た
が
、
施
設
も
大
き
な

被
害
を
受
け
、
避
難
所
設
置
は
お
ろ
か
入
所

高
齢
者
の
継
続
利
用
も
厳
し
く
、
全
面
閉
鎖

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
た
。

　

夜
明
け
と
と
も
に
村
内
の
被
害
状
況
が
わ

か
っ
て
き
た
が
、
大
き
な
余
震
が
幾
度
と
な

く
続
く
た
め
、
館
内
に
は
入
れ
な
い
。
電

気
・
水
道
が
使
え
な
い
な
か
、
少
し
ば
か
り

の
食
材
を
か
き
集
め
、
炊
き
出
し
を
行
っ
た
。

　

発
災
か
ら
2
日
め
に
は
、
村
社
協
の
関
係

役
職
員
全
員
の
安
否
や
状
況
確
認
が
で
き
、

幸
い
人
的
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
自
宅
が
全

壊
や
大
規
模
半
壊
な
ど
の
被
害
を
受
け
、
す

ぐ
に
参
集
で
き
な
い
職
員
も
多
か
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
、
行
政
よ
り
正
式
に
福

祉
避
難
所
の
開
設
依
頼
が
あ
っ
た
が
、
行
政

も
職
員
不
足
に
よ
り
、
運
営
の
た
め
の
担
当

職
員
の
派
遣
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
村

内
に
残
る
使
用
可
能
な
施
設
が
福
祉
セ
ン

タ
ー
だ
け
と
い
う
こ
と
で
、
建
物
の
耐
震
性

や
安
全
性
な
ど
の
指
定
要
件
を
十
分
に
確
認

で
き
な
い
ま
ま
進
め
る
し
か
な
か
っ
た
。

人
員
不
足
の
ま
ま
で
の
要
配
慮
者
の

受
け
入
れ

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
元
々
通
所
系
の
施
設

だ
っ
た
た
め
宿
泊
機
能
が
な
く
設
備
や
資
機

材
等
が
不
足
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
村
内
の

閉
鎖
中
の
施
設
や
福
祉
用
具
業
者
か
ら
ベ
ッ

ド
や
マ
ッ
ト
レ
ス
を
借
り
、
応
急
的
に
福
祉

避
難
所
と
し
て
の
機
能
を
整
え
た
。
一
方
、

災
害
V
C
の
設
置
・
立
ち
上
げ
も
急
務
で

あ
っ
た
た
め
、
限
ら
れ
た
人
員
で
福
祉
避
難

所
を
ど
の
よ
う
に
並
行
し
て
運
営
し
て
い
く

の
か
が
、
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

　

福
祉
避
難
所
の
体
制
は
、
通
所
お
よ
び
訪

問
介
護
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
職
員
を

中
心
に
24
時
間
3
交
代
制
で
対
応
す
る
よ
う

調
整
し
た
が
、
人
員
不
足
の
た
め
、
要
配
慮

者
の
避
難
を
受
け
入
れ
る
際
、
で
き
る
限
り

そ
の
家
族
も
同
伴
で
避
難
し
て
も
ら
う
こ
と

を
依
頼
し
、
受
け
入
れ
を
行
っ
た
。
結
果
的

に
こ
の
こ
と
が
福
祉
避
難
所
の
運
営
に
好
影

響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

手
探
り
状
態
の
福
祉
避
難
所
運
営

　

家
族
等
の
協
力
を
得
た
こ
と
で
、
福
祉
避

難
所
の
運
営
に
、
互
助
的
な
見
守
り
や
話
し

相
手
、
掃
除
の
手
伝
い
な
ど
避
難
生
活
に
お

け
る
生
活
環
境
の
向
上
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
な
ど
の
効
果
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
こ
と
で

危
機
的
状
況
を
乗
り
切
れ
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

震
災
前
、
災
害
V
C
の
設
置
運
営
に
つ
い

て
は
職
員
全
体
で
訓
練
等
を
実
施
し
て
お
り
、

共
通
認
識
が
図
ら
れ
て
い
た
が
、
福
祉
避
難

所
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
訓
練
の
経
験
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
も
な
く
、
ど
う
運
営
す
る
か
の

認
識
も
薄
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
実
際
の
現

場
で
は
応
急
的
に
情
報
を
集
め
な
が
ら
進
め

る
し
か
な
か
っ
た
。
ま
た
当
初
は
、
福
祉
避

難
所
の
開
設
を
周
知
す
る
こ
と
も
難
し
く
、

要
配
慮
者
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
安
否

確
認
時
や
、
一
般
の
避
難
所
訪
問
時
に
避
難

生
活
が
難
し
い
方
の
情
報
を
得
な
が
ら
必
要

に
応
じ
て
受
け
入
れ
を
行
っ
た
。

　

福
祉
避
難
所
運
営
の
長
期
化
が
予
測
さ
れ

る
な
か
、
地
元
職
員
の
疲
労
も
重
な
っ
て
き

た
。
人
員
不
足
の
た
め
外
部
か
ら
の
応
援
支

援
を
求
め
た
く
て
も
、
ど
こ
に
ど
う
依
頼
す

べ
き
か
わ
か
ら
な
い
状
況
だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
村
社
協
と
し
て
、
福
祉
避

難
所
を
運
営
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
の
な
か
、

運
営
面
の
課

題
が
多
か
っ

た
の
が
事
実

で
あ
る
。

　

次
号
で
は
、

実
際
に
運
営

し
て
感
じ
た

課
題
を
整
理

し
て
報
告
す

る
。

災
害
発
生

～
そ
の
と
き
、
社
協
は
こ
う
乗
り
越
え
た
～

連　載

第 11回

福祉避難所での炊き出し

　
平
成
28
年
4
月
16
日
午
前
1
時
25
分
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
（
本
震
）
で
は
、
熊
本
県
西
原
村

で
震
度
7
を
記
録
し
、
死
傷
者
を
出
す
人
的
被
害
を
は
じ
め
家
屋
・
建
物
に
も
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
。
西
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、村
社
協
）
で
は
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、
災
害
V
C
）
の
設
置
運
営
と
と
も
に
、
急
き
ょ
「
福
祉
避
難
所
の
運
営
」
の
対
応
に
あ
た
っ

た
。
本
稿
で
は
、
福
祉
避
難
所
運
営
の
経
緯
や
直
面
し
た
課
題
等
を
中
心
に
報
告
す
る
。

災
害
時
の
避
難
所
運
営
を
ど
う
進
め
た
か

―
　 「
西
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
」
の
対
応
と
課
題
に
つ
い
て
①

西
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
　
事
務
局
次
長
　
藤
森
　
一
徳
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編

集

後

記

　昨年度は 1 年間、静岡県の社会福
祉法人に出向していました。現場で
のさまざまな経験を積んだ出向から
戻ってきたいまは、慌ただしい日々
を過ごしています。
　自分のことはさておき、社会福祉
を取り巻く環境が大きく変化すると
ともに、元号も平成から令和へと変

わりました。社会の変化から置いて
きぼりにされないように、日ごろか
ら本や新聞を読む習慣をつけたいと
思います。
　本会地域福祉部も新たな体制とな
りました。今年度も、NORMA 社協
情報をよろしくお願いいたします。
� （赤）

地域福祉推進委員会 
「2019年度会議・研修開催日程」変更のお知らせ

　以下の会議・研修の開催日程が変更（赤字部分）となりましたので再掲します。ご確認をお願いします。全日程表は
地域福祉部ホームページ（https://www.zcwvc.net/）にも掲載しています。

全国社会福祉協議会 地域福祉部 
2019年度 職員体制

　全社協地域福祉部の 2019 年度職員体制をお知らせし
ます。今年度は下記のメンバーで業務に取り組んで参り
ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

部　長　高橋　良太� 部　員　三輪波留加
副部長　平井　庸元� 部　員　赤坂　聡太
副部長　水谷　詩帆� 部　員　根岸　泰之
部　員　森山　小槙� 出向職員　吉田　伊織

� 〔全社協地域福祉部・地域福祉推進委員会〕

名   称 開催日 会   場

都道府県・指定都市社協　部・課・所長会議 4 月 25～26 日 全社協灘尾ホール他

　都道府県・指定都市社協　地域福祉推進担当部・課・所長会議 4 月 25～26 日 全社協灘尾ホール他

　都道府県・指定都市社協　ボランティアセンター所長会議 4 月 26 日 全社協灘尾ホール

　都道府県・指定都市社協　災害ボランティア等に関する情報共有会議 4 月 26 日 全社協灘尾ホール

地域福祉推進委員会総会 5 月 22 日 全社協会議室

全国ホームヘルパー協議会 協議員セミナー 5 月 16 日 全社協会議室

日常生活自立支援事業担当部・課・所長会議 6 月 3 日 全社協会議室

日常生活自立支援事業　専門員実践力強化研修会Ⅰ 7 月 17～18 日 全社協灘尾ホール他

全国福祉教育推進員研修（仮称）※ 10 月 22～23 日 全社協灘尾ホール他

都道府県・指定都市社協　福祉教育担当者連絡会議 10 月 23 日 全社協会議室

社協活動全国会議 8 月 29～30 日 全社協灘尾ホール他

地域生活支援ワーカー（地域福祉コーディネーター）リーダー研修会 9 月 5～6 日 東京都内

生活支援コーディネーター研究協議会 10 月 15 日 全社協灘尾ホール

支え合いをひろげる住民主体の生活支援フォーラム 10 月 16 日 全社協灘尾ホール他

社協・生活支援活動強化セミナー（仮称）〈東日本〉 11 月 19～20 日 全社協灘尾ホール他

社協・生活支援活動強化セミナー（仮称）〈西日本〉 未定 未定

全国ホームヘルパー協議会 ホームヘルプの質を高める研修会 12 月 12～13 日 全社協会議室

ボランティア全国フォーラム 2019（仮称） 12 月 14～15 日 全社協灘尾ホール他

災害ボランティアセンター運営者研修 未定（1 回開催予定） 未定

2020年
都道府県・指定都市社協　災害ボランティアセンター担当者連絡会議 1 月 17 日 全社協会議室

日常生活自立支援事業　専門員実践力強化研修会Ⅱ 1 月 29～31 日 ロフォス湘南

住民参加型在宅福祉サービス全国連絡会総会 2 月 19 日 全社協会議室

社協経営基盤強化セミナー（仮称） 2 月 25～26 日 全社協灘尾ホール他

� （2019 年 5 月 31 日現在）
※�全国福祉教育推進員研修（仮称）とは、これまで開催していた全国福祉教育推進セミナーの新しい名称です。

2019年度会議・研修開催日程
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第 11 回

田
た

尾
お

直
なお

樹
き

氏　（元京都府社会福祉協議会　事務局長）

1976年、京都府社会福祉協議会入職。14年間にわたり市町村社協関係業務を担当し、地域福祉課長、
福祉部長等を歴任後、2008年より事務局長。2016年に退職、同年より立命館大学産業社会学部教授。
京都女子大学非常勤講師、一般社団法人京都社会福祉士会綱紀委員、社会福祉法人京都聴覚言語障害
者福祉協会評議員選任解任委員会委員。

今号は、2016 年まで京都府社会福祉協議会で事務局長を務め、現在は立命館大学教授、また京都女子大学非
常勤講師として主に社会福祉士養成教育に携わっている田尾直樹さんからご寄稿いただきました。

「住民主体の運動体社協」との出会い

　私が京都府社協に就職した1976年当時は、1962
年の『社協基本要項』がいわば「社協の憲法」として
ドッシリと存在し、1973年の『市区町村社協活動強
化要項』が“住民主体の原則”と“運動体社協”を再
確認した流れが基調としてあった時代でした。京都府
社協は、この路線の具体化として『京都府下市町村社
協強化の課題』（住民主体の運動体社協へ）という指
針を掲げて府内市町村社協の組織・活動・財政、各方
面の基盤強化を推し進めていました。
　とりわけ未法人社協の法人化が大きな課題で、この
頃に全国の社協が取り組んだ市町村社協の法制化をめ
ざす運動とあいまって、足かけ10年後の 1985年に、
全国で 3番目に法人化 100％を達成したことを記憶
しています。1983年に法制化が実現した全国署名運
動は、今思い出してもワクワク感に満ちた楽しい仕事
でした。

「社協の岐路」から新たな展開へ

　1976年に『これからの社会福祉－低成長下におけ
るそのあり方－』が出され、これを受けるかたちで『市
区町村社協のあり方に関する試案』が「在宅福祉サー
ビスがこれからの社協にとって最も重要な活動」と打
ち出します。国・地方自治体の財政危機のもと、在宅
福祉の課題が新たな社会問題として叫ばれはじめ、同
時に社協のあり方（活動路線）への問い直しが行われ、
全国で熱い議論が交わされていきました。就職間もな
い私は、近畿ブロックの会議での上司・先輩たちの激
烈な議論に圧倒されたことを思い出します。

　1979年の『在宅福祉サービスの戦略』から1980
年代の曲折を経て、1992 年『新・社協基本要項』、
1994年「事業型社協」推進の指針へと社協の活動方
向が＜協議体＞＜運動体＞＜事業体＞三位一体の総合
推進へと展開していきますが、この時期の一連の“路
線論争”とこれを受けた全国の社協の真剣な模索と歩
みは、今をも問いかける社協の財産だと思います。
　2000年の介護保険の激流は＜組織化とサービスの
統合＞を社協の課題とし、今日に至ります。

社協が担うべき役割、社協職員へのエール

　退職後に市町村社協職員を対象に社協の歴史を話す
機会があった時、先に書いたようなお話をしたところ、
中堅職員から「運動体なんて初めて聞いた」と言われ
びっくりさせられたことがあります。地域福祉を推進
する中核機関として（その区域に一つしかない＝セン
ター機能を持つ）社協の根っこと立ち位置をいつも問
い直しながら、「個と地域の一体的支援」（岩間伸之先
生）によるケアリングコミュニティの構築をめざす各
地域固有のソーシャルワーク実践が期待されていると
思います。
　いま社会福祉士課程で学ぶ学生の演習授業では“意
思決定支援”にこだわり、社協実習に送り出す学生の
事前学習の一つには、「社協職員行動原則－私たちが
めざす職員像－」（全社協）を示しています。社協事
業・活動領域の拡大のなかで、ともすれば見失いがち
になる社協職員のアイデンティティー確立のため、共
有すべき課題やあり方を自ら内外に問うている社協職
員の姿を学生に伝えたいからです。葛藤しつつ奮闘し
ている全国の社協職員の皆さん！応援しています！
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